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UC Berkeleyの小林です。2020年 5月に Ph.Dを取得し、四年と十ヶ月に渡る大学院生活を終えました。現

在は Stanfordにてポスドクをしています。

博士論文のタイトルは”Attosecond molecular spectroscopy: electronic coherence and curve-crossing dy-

namics”です。出版した研究内容を中心にまとめ、イントロを書き足し、136ページの卒論になりました。アト

秒 X線レーザーという新規光源を分子分光という古典的な問題に適用し、分子における超高速電子運動と非断熱

動力学の実時間観測を実現したというのが大まかな内容です。二つの大きなテーマについて実験と理論の両方か

らアト秒分子分光のさきがけとなる研究を行うことができ、個人的に満足しています。アト秒分子分光というト

ピックにおいては、世界一の知識と経験があると自負しています（もっとも、そこまで人が多いな分野ではあり

ませんが）。卒業自体はあっさりしたものでした。UC Berkeleyの化学科では卒業要件にディフェンスがないの

で、卒論を書いて、審査員である教授達からサインをもらい、それを事務に提出するだけで修了でした。卒業式

はオンラインになったので、ガウンを着ることもありませんでした。式典は楽しみにしていたので非常に残念で

すが、今後振り替えがあるかもしれないと期待しています。

前回の報告書でも述べましたが、卒業後の現在は Stanford/SLACでポスドクをしています。物理化学の分野

で常勤の職を得るには、Ph.D取得後に一回か二回かのポスドクをすることが普通です。場所はどこでもいいと

思いますが、せっかく OPTも使えるし、ラボの選択肢も多いので、アメリカに残ることにしました。幸いにも

毎日実験室に通える環境にあり、フェローシップも獲得できたので、良い選択をしたと思います。

大学院の約五年間はあっという間でした。様々なカルチャーショック、人との出会い、研究の喜びと苦難に満ち

て、成長の機会に恵まれた時間でした。研究面では結局 7本の論文を出すことができ、量も質も満足しています。

なにより一番の収穫は、研究者として模範となる人たちと出会えたことです。Berkeley を経てアメリカ・ヨー

ロッパの一流大学で PIとなったポスドク達や、さらにその上で研究を推進し人材を育てる Steveと Danの背中

を見れたことは、他では決して得られないものでしょう。自己発見の時期でもありました。自分はどんな研究者

になりたいのか、何が好きで何をしたいのか、大学と家を往復する道すがらしばし悩んだりしました。Berkeley

は、第二の故郷と呼べる土地になりました。西海岸の開放的な文化と悩みも吹き飛ぶ青空のおかげで、卒業まで

元気に過ごせました。5年前の自分には想像もできないくらいたくさんの経験をしたし、多くのことを成し遂げ

ました。学位取得はほんのまだ始まりにすぎず、これから先も挑戦し続けないといけないというのは怖くもあり

ますが、それ以上にわくわくします。なるべく早く自分自身の研究ができるよう、精進していきます。

大学院留学は財団からのご支援無しには実現しえないものでした。また金銭的援助のみならず交流会の開催な

どしていただき、他では得難い経験をさせていただきました。残団の皆様には心からのお礼を申し上げます。今

後も優れた研究者そして教育者となれるよう、より一層気を引き締めて参ります。



博士号取得報告書 2

Figure 1: 大学のシンボル Sather Tower.

Figure 2: Phinally Done!



博士号取得報告書 3
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(∗ corresponding author, † equal contributions)
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